
第 五 問  次の１，２の問いに答えなさい。 

 

１ 図Ⅰは，太郎さんの家の風呂
ふ ろ

を描いたものです。内側は，図Ⅱのように直方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨから 

 直方体ＩＪＫＬ－ＭＮＧＨを除いた形をしています。底面ＥＦＮＭと平面ＩＪＫＬは平行になっており， 

 底面ＥＦＮＭを側面Ｐとします。 

  この風呂に，一定の割合で水を入れ，２０分後に水を止めました。水を入れ始めてから 𝑥 分後の底面Ｐ 

 から水面までの高さを 𝑦 ㎝とします。下の表は，このときの 𝑥 と 𝑦 の関係を表したものです。ただし， 

 底面Ｐと水面はつねに平行になっているものとします。 

  あとの（１），（２）の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）底面Ｐから水面までの高さと，底面Ｐから平面ＩＪＫＬまでの高さが一致するのは，水を入れ始めて 

   から何分何秒後か，求めなさい。なお，図Ⅲを利用して考えてもかまいません。 

   表から 𝑦 の変化量が変わるのは８～１２分の間であることがわかる。 

   底面Ｐに到達する前を前半とし，到達後を後半とする。 

   前半は０～４分の変化の割合から 𝑦 ＝７

２
 𝑥 ･･･① と式を作ることができる 

   後半は１２～１６分の変化の割合から 𝑦 ＝２ 𝑥 ＋１６ ･･･② と式を作ることができる 

   この前半と後半の式が一致したところが底面Ｐに到達した時間と考えられる 

   ①，②より 
７

２
 𝑥 ＝２ 𝑥 ＋１６  

３

２
 𝑥 ＝１６  𝑥 ＝３２

３
 ＝（１０＋

２

３
 ）分 

   
２

３
 分は ６０× ２

３
 ＝４０秒 

   したがって，１０分４０秒      答え １０分４０秒 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図Ⅲを利用すると上のような図ができる。ここから解答を考えてもよい 

 

 （２）ＡＢ＝６５，ＢＣ＝１０５とします。線分ＪＫの長さを求めなさい。 

   １分間の水の増加量は前半も後半も変わらない（一定の割合で増えていく）。 

   また，線分ＦＮの長さを 𝑥 とおくとする 

   （１）より１分間に増える水面の高さは前半 ７
２

 ㎝、後半２㎝とわかる 

   後半（１分間の水の増加量）：６５㎝（縦）×１０５㎝（横）×２㎝（高さ）＝１３６５０㎤ 

   前半（１分間の水の増加量）：６５㎝（縦）× 𝑥 ㎝（横）× ７
２

 ㎝（高さ）＝１３６５０㎤ 

   したがって， 𝑥 ＝６０ 

   ＪＫ＝ＢＣ－ＦＮ＝１０５－６０＝４５    答え ４５㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２ 図Ⅰのような，ＡＢ：ＢＣ＝５：４，∠ＡＣＢ＝９０°の直角三角形ＡＢＣがあり，辺ＡＢ上に点Ｄを 

 とります。また，直線ＢＣ上に，ＤＢ＝ＤＥとなる点Ｅをとります。ただし，点Ｄ，Ｅは，どちらも点Ｂと 

 一致しないようにとります。 

  あとの（１），（２）の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）線分ＢＤと線分ＢＥの長さの比を求めなさい。 

   点ＤからＢＥに垂線をおろし，交点をＧとする 

   △ＡＢＣ∽△ＤＢＧなので， ＡＢ：ＢＣ＝ＤＢ：ＢＧ 

   ５：４＝ＤＢ：ＢＧとなり， ＢＧ＝ ４
５

 ＢＤ 

   同様にして，△ＡＢＣ∽△ＤＥＧなので， ＥＧ＝ ４
５

 ＢＤ 

   ＢＥ＝ＢＧ＋ＥＧ＝ ８
５

 ＢＤ 

   したがって， ＢＤ：ＢＥ＝５：８      答え ５：８ 

 

 （２）図Ⅱは，図Ⅰにおいて，ＡＤ：ＤＢ＝１：４とし，辺ＡＢと線分ＤＥとの交点をＦとしたものです。 

   また，辺ＢＣ上に点Ｐを，点Ｂと一致しないようにとり，辺ＡＢ上に点Ｑを，∠ＦＰＱ＝∠ＡＢＣと 

   なるようにとり，△ＦＰＱをつくります。 

    あとの（ア）～（ウ）の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  （ア）点Ｐが解答用紙の図の位置にあるとき，点Ｑを，△ＡＢＣと合同な三角形を作図することにより 

    求めなさい。作図は，解答用紙の図に行い，点Ｑの位置を示す文字Ｑも書きなさい。なお，作図に 

    用いた線は消さずに残しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

   （作図の仕方） 

    ∠ＦＰＱ＝∠ＡＢＣより ＡＢ//ＦＰなので，線分ＦＰを線分ＢＣと同じ長さになるまで伸ばす 

    その点から線分ＡＣの長さと同じ長さをとり，点Ｐから線分ＡＢの長さと同じ長さをとる 

    その交点と点Ｐを結び，辺ＡＢとの交点をＱとする 

 

  （イ）△ＦＥＰ∽△ＰＢＱであることを証明しなさい。 

    △ＦＥＰと△ＰＢＱにおいて 

    ＤＢ＝ＤＥより， △ＤＥＢは二等辺三角形であるから ∠ＤＥＢ＝∠ＰＢＱ ･･･① 

    三角形の外角は，それと隣り合わない２つの内角の和に等しいから 

    ∠ＥＰＱ＝∠ＰＢＱ＋∠ＢＱＰ 

    ∠ＥＰＦ＋∠ＦＰＱ＝∠ＰＢＱ＋∠ＢＱＰ 

    ∠ＦＰＱ＝∠ＡＢＣより， ∠ＦＰＱ＝∠ＰＢＱ 

    よって， ∠ＥＰＦ＝∠ＢＱＰ ･･･② 

    ①，②より， ２組の角がそれぞれ等しいから △ＦＥＰ∽△ＰＢＱ 

 

  



  （ウ）ＡＢ＝１０㎝とします。ＰＱ＝ＱＦとなるとき，線分ＢＰの長さを求めなさい。 

    （イ）より △ＦＥＰ∽△ＰＢＱなので， ＰＱ：ＦＰ＝ＢＰ：ＦＥ ･･･① 

    ＰＱ＝ＱＦなので， △ＱＰＦは二等辺三角形となり， ∠ＰＦＱ＝∠ＦＰＱ 

    また，ＤＢ＝ＤＥなので， △ＤＢＥは二等辺三角形となり， ∠ＤＢＥ＝∠ＤＥＢ 

    ∠ＦＰＱ＝∠ＡＢＣなので， ∠ＦＰＱ＝∠ＤＢＥとなり， ２組の角がそれぞれ等しいので， 

    △ＤＢＥ∽△ＱＰＦとなる 

    したがって，ＰＱ：ＤＢ＝ＦＰ：ＢＥ ･･･② 

    ＡＢ＝１０㎝ かつ ＡＤ：ＤＢ＝１：４なので， ＤＢ＝８㎝ ･･･③ 

    ＡＢ：ＢＣ＝５：４なので， ＢＣ＝８㎝ ･･･④ 

    （１）より ＢＤ：ＢＥ＝５：８なので ８：ＢＥ＝５：８となり， ＢＥ＝
６４

５
 ･･･⑤ 

    △ＡＢＣ∽△ＦＥＣだから， ＡＢ：ＢＣ＝ＦＥ：ＣＥ ･･･⑥ 

    ＣＥ＝ＢＥ－ＢＣ＝
６４

５
－８＝

２４

５
 ･･･⑦ 

    ④，⑥，⑦より， １０：８＝ＦＥ：
２４

５
となり， ＦＥ＝６㎝ ･･･⑧ 

    ②，③，⑤より， ＰＱ：８＝ＦＰ：
６４

５
となり， ＦＰ＝

８

５
ＰＱ ･･･⑨ 

    ①，⑧，⑨より， ＰＱ：
８

５
ＰＱ＝ＢＰ：６となり， 

８

５
ＢＰ＝６ 

    ＢＰ＝
５

８
×６＝

１５

４
       答え：

１５

４
 

 


